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異
本
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記
の
有
無
に
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（
七
）

小　

林　

恭　

治

本
稿
は
左
記
の
拙
論
の
続
編
で
あ
る
。

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
一
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
47
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
22
年
３
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
二
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
15
号　

平
成
22
年
４
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
三
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
23
年
３
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
四
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
48
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
23
年
３
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
五
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
49
号　

第
一
部　

日
本
語
・
日
本
文
学
編　

平
成
24
年
３
月
）

・「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

︱
異
本
注
記
の
有
無
に
つ
い
て
︱
（
六
）」

　
　
　
　
（『
鶴
見
大
学
紀
要
』
第
49
号　

第
四
部　

人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編　

平
成
24
年
３
月
）
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36
、
「

イ
」
（
19
オ
）

資
料
Ｂ―

32
の
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
の
右
に
記
さ
れ
て
い
る
「

イ
」
と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
。
鎮

国
守
国
神
社
本
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
の
「

イ
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
西
念
寺
本
の
「

イ
」
は
、
標
出
漢
字
「

」
の
右
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
標
出
漢
字
『

』
が
異
本
で
は
『

』

と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
す
異
本
注
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、「

イ
」
の
異
本
に
相
当
、
も
し
く
は
関
係
し
そ
う
な
写
本
を
探
す
た
め
に
、「

イ
」
の
「

」
字
の
字
画
を
確
認
す
る

と
、「

」
字
は
、
一
見
、《
來
》
を
左
右
に
二
つ
並
記
し
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
厳
密
に
は
、
旁
に
相
当
す
る
右
側
の
字
画

は
《
來
》
で
あ
る
が
、
偏
に
相
当
す
る
左
部
の
字
画
は
、《
來
》
の
中
ほ
ど
に
横
画
を
一
つ
加
え
た
《

》
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
改
め
て
資
料
Ｂ―

32
の
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
の
様
子
を
見
る
と
、「

」
字
は
、《
来
》
が
左
右
に
二
つ
並
記
さ

れ
る
字
画
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
二
つ
の
状
況
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
資
料
Ｂ―

32
の
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
と
、
そ
の
異
本
注
記
「

イ
」

資料B―32

観智院本

仏上 34

西念寺本

19オ

高山寺本

18ウ

資料 B―32

観智院本

仏上 34

西念寺本

19オ

高山寺本

18ウ

（
１０５
）

（
１０５
）
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の
「

」
と
の
関
係
は
、
異
本
対
照
時
の
意
図
と
し
て
は
、
現
在
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
新
旧
の
字
体
の
対
立
に
相
当
す
る
相
違
を
示
し

た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
想
起
さ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
異
本
注
記
「

イ
」
の
「

」
字
の
偏
の
《

》
が
、
い
わ
ゆ
る
、
旧
字
体
の
『
來
』
と
新
字
体
の
『
来
』
を
混
合
さ
せ

た
よ
う
な
字
画
で
あ
る
の
は
、
や
は
り
以
後
の
転
写
時
の
誤
り
で
、
異
本
注
記
「

イ
」
の
「

」
字
は
、
本
来
、
旧
字
体
の
《
來
》
が

左
右
に
二
つ
並
記
さ
れ
た
『

』
と
い
う
字
体
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
資
料
Ｂ―
32
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
は
、
そ
の
他
の
写
本
の
も
の
と
は
字
体
が
異
な
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

各
写
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
の
様
子
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
「

」
が
、
い
わ
ゆ
る
新
字
体
の
《
来
》
を
左
右
に
並
記
す
る
の
み

の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
で
は
「

」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
の
《
來
》
が
左
右
に
二
つ
並

記
さ
れ
た
も
の
を
冠
部
と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
脚
部
に
《
人
》
を
配
す
る
字
画
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
西
念
寺
本
の
み
相
違
す
る
。
し
か

し
、
各
写
本
の
二
つ
目
の
項
目
の
注
記
に
は
、
い
ず
れ
も
「
正
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
「
正
」
は
、
資

料
Ｂ―

32
の
一
つ
目
の
項
目
の
標
出
漢
字
に
対
し
て
、
二
つ
目
の
標
出
漢
字
の
字
体
が
「
正
」
字
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

次
い
で
、
資
料
Ｂ―

32
の
一
つ
目
に
記
さ
れ
て
い
る
標
出
漢
字
に
つ
い
て
、
各
写
本
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
西
念
寺
本
の
「

」
は
、

冠
部
に
い
わ
ゆ
る
新
字
体
の
《
来
》
を
左
右
に
二
つ
並
記
し
た
上
で
、
脚
部
に
《
犬
》
と
す
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
観
智
院
本
・
高
山
寺

本
で
は
「

」
と
な
っ
て
お
り
、
冠
部
は
同
一
だ
が
、
脚
部
を
《
人
》
と
し
て
、
こ
こ
で
も
西
念
寺
本
の
み
相
違
す
る
。

そ
し
て
、
以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、
資
料
Ｂ―

32
に
お
け
る
二
つ
目
の
項
目
は
、
一
つ
目
の
項
目
の
標
出
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
の
情

報
を
記
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
一
つ
目
の
標
出
漢
字
と
二
つ
目
の
標
出
漢

（
１０6
）

（
１０6
）

（
１０7
）

（
１０7
）（
１０8
）

（
１０8
）
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字
の
対
立
は
、
や
は
り
、
そ
の
冠
部
に
お
け
る
《

》
と
《

》
の
、《
来
》
と
《
來
》
の
字
画
の
対
立
で
、
い
わ
ゆ
る
新
旧
字
体
の
対

立
を
、
項
目
を
列
記
す
る
こ
と
で
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

西
念
寺
本
に
お
け
る
一
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
と
、
二
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
の
対
立
は
、
脚
部
に
《
犬
》
が
あ
る
か
な
い
か
の

対
立
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
、
そ
う
し
た
対
立
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
、
や
は
り
、
本
来
は
、
観
智
院
本
・

高
山
寺
本
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
新
旧
字
体
の
対
立
で
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
、
自
然
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
資
料
Ｂ―

32
に
お
け
る
、
西
念
寺
本
の
一
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
が
脚
部
を
《
犬
》
と
し
て
い
る
の
は
、
本

来
《
人
》
で
あ
っ
た
も
の
が
、
西
念
寺
本
の
側
で
誤
写
さ
れ
た
た
め
と
考
え
る
。
ま
た
、
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
が
、

新
字
体
の
《
来
》
を
並
記
す
る
の
み
で
あ
る
こ
と
も
、
本
来
、《
人
》
の
字
画
が
脚
部
に
配
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
西
念
寺
本
の
側
で
誤

写
さ
れ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
状
況
認
識
に
立
っ
た
上
で
、
資
料
Ｂ―

32
の
各
写
本
の
上
下
二
つ
の
項
目
の
標
出
漢
字
の
状
況
を
確
認
す
る
と
、
し
か
し
な
が

ら
、
各
写
本
に
お
け
る
一
つ
目
、
二
つ
目
の
標
出
漢
字
の
記
載
状
況
は
、
い
ず
れ
も
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
「

イ
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ

た
「

」
字
の
字
体
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
先
に
、
本
来
、
異
本
注
記
「

イ
」
の
「

」
字
は
、
旧
字
体
《
來
》
が
並
記
さ
れ
た
『

』
と
い
う
字
体
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
や
は
り
、
脚
部
に
《
人
》
も
し
く
は
《
犬
》
が
な
い
字
画
構
成
の
標
出
漢
字
『

』
を
、
二
つ
目
の
標
出
漢
字

と
し
て
記
載
す
る
未
知
の
写
本
が
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
を
、
西
念
寺
本
が
異
本
と
し
て
対
照
し
た
と
考
え
た
い
。

そ
し
て
、
二
つ
目
の
標
出
漢
字
に
つ
い
て
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
で
は
、
冠
部
を
旧
字
体
の
《
來
》
の
並
記
と
し
て
い
る
「

」
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
西
念
寺
本
の
異
本
の
「

」
字
の
方
が
、
現
存
の
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
よ
り
も
、
本
来
の

状
況
に
近
い
こ
と
に
な
る
。
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以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
資
料
Ｂ―

32
の
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
項
目
の
標
出
漢
字
と
異
本
注
記
の
状
況
が
成
立
す
る
ま
で
の
過

程
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
展
開
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

〔
第
１
段
階
〕　�
二
つ
目
の
項
目
の
標
出
漢
字
の
原
初
形
態
を
伝
え
る
写
本
を
Ａ
と
す
る
と
、
写
本
Ａ
に
お
け
る
標
出
漢
字
の
字
画
は
、

冠
部
に
《
來
》
を
並
記
し
、
脚
部
に
《
人
》
を
配
し
た
『

』
で
あ
り
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
は
、
そ
の
状
況
を
伝

え
て
い
る
。

〔
第
２
段
階
〕　�

写
本
Ａ
の
系
統
か
ら
、
標
出
漢
字
『

』
の
脚
部
《
人
》
を
記
さ
な
い
『

』
と
す
る
写
本
Ｂ
が
発
生
す
る
。
西
念
寺

本
が
対
照
し
た
異
本
は
、
写
本
Ｂ
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

〔
第
３
段
階
〕　�

写
本
Ｂ
の
系
統
か
ら
、
標
出
漢
字
『

』
の
《
來
》
の
字
画
を
《
来
》
と
し
て
並
記
し
、「

」
と
す
る
写
本
Ｃ
が
発

生
す
る
。
西
念
寺
本
は
、
写
本
Ｃ
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

〔
第
４
段
階
〕　�

写
本
Ｃ
の
系
統
に
お
い
て
、
写
本
Ｂ
の
系
統
の
写
本
と
の
異
本
対
照
作
業
を
試
み
、
標
出
漢
字
「

」
に
対
し
て
、
異

本
注
記
『

イ
』
を
追
記
し
た
写
本
Ｄ
が
発
生
す
る
。

〔
第
５
段
階
〕　�

写
本
Ｄ
の
系
統
に
お
い
て
、
異
本
注
記
『

イ
』
の
『

』
字
の
偏
の
《
來
》
を
《

》
と
す
る
写
本
Ｅ
が
発
生
す

る
。
現
在
の
西
念
寺
本
は
、
写
本
Ｅ
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。
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右
の
推
測
で
は
、『

』
の
偏
の
《
來
》
が
《

》
と
誤
写
さ
れ
て
「

」
が
成
立
す
る
の
は
、
異
本
対
照
作
業
後
の
最
終
の
第
５
段

階
、「
西
念
寺
本
の
系
統
」
上
で
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、「

」
の
成
立
が
、
異
本
対
照
前
の
、
写
本
Ｂ
「
西
念
寺
本
の
異
本

第
1
段
階　

（
写
本
Ａ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
2
段
階　

（
写
本
Ｂ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
3
段
階　

（
写
本
Ｃ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
4
段
階　

イ　
（
写
本
Ｄ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
5
段
階　

イ　
（
写
本
Ｅ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
系
統

観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
系
統

西
念
寺
本
の
異
本
の
系
統

西
念
寺
本
の
異
本
の
系
統

西
念
寺
本
の
系
統

西
念
寺
本
の
系
統

図B―32―a
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の
系
統
」
上
で
、
発
生
し
、
対
照
時
に
お
い
て
、
す
で
に
「

」
で
あ
っ
た
写
本
を
参
照
し
、
異
本
注
記
と
し
て
、
追
記
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
写
本
Ｄ
の
成
立
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、「

」
の
成
立

が
、
異
本
の
系
統
で
あ
っ
た
か
、
西
念
寺
本
の
系
統
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
不
明
で
あ
る
。

37
、
「

イ
」
（
19
オ
）

資
料
Ｂ―

33
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ―

33―

ａ
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。

表
Ｂ―

33―

ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
の
注
記
⑭
「

イ
」
と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が

わ
か
る
。

西
念
寺
本
の
⑭
「

イ
」
は
、
⑬
「
カ
タ
爪
メ
リ
」
の
「
メ
」
字
に
対
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
、「『
カ
タ
爪
メ
リ
』
の
『
メ
』
が
異
本

で
は
『

』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
た
異
本
注
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１０9
）

（
１０9
）

資料B―33

観智院本

仏上 35

西念寺本

19オ

高山寺本

21オ

資料 B―33

観智院本

仏上 35

西念寺本

19オ

高山寺本

21オ

（
１１０
）

（
１１０
）
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し
か
し
な
が
ら
、
西
念
寺
本
の
⑭
「

イ
」
が
、
西
念
寺
本

の
系
統
に
お
い
て
独
自
に
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
観
智

院
本
の
脱
漏
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

本
章
で
は
、
観
智
院
本
に
見
え
な
い
記
述
が
西
念
寺
本
に
見

え
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
そ
の
記
述
が
西
念
寺
本
の
増
補
で
あ

る
か
、
観
智
院
本
の
脱
漏
で
あ
る
か
の
判
断
を
目
的
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
該
の
記
述
が
、
高
山
寺

本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
も
見
え
な
い
場
合
に
は
、
西
念
寺
本

の
増
補
、
高
山
寺
本
・
鎮
国
守
国
神
社
本
に
見
え
る
場
合
に

観智院本

①
亠
齒　

②
ヲ
コ
ル　

③

コ
ル　

④
サ
カ
リ　

⑤
フ
ル
フ　

⑥
シ
ヘ
タ
ク　

⑦
ナ
カ
ス
ハ
リ　

⑧
ユ
タ
カ
ニ

⑨
ア
サ
ム
ク　

⑩

サ
ル　

⑪
フ
ル
シ　

⑫
ヲ
ホ
キ
ナ
リ　

⑬
カ
タ
ス
ホ
リ

西念寺本

①
亠
齒　

②
オ
コ
ル　

③

コ
ル　

④
サ
カ
リ　

⑤
フ
ル
フ

⑥
ユ
タ
カ
ユ　

⑦
ア
サ
ム
ク　

⑧

サ
ル　

⑨
フ
ル
シ　

⑩
シ

　

ヘ
タ
ク　

⑪
ナ
カ
ス
ハ
リ　

⑫
オ

キ
ナ
リ　

⑬
カ
タ

⑭

イ

爪
メ
リ

高山寺本

①
音
齒　

②
オ
コ
ル　

③
ホ
コ
ル　

④
サ
カ
リ　

⑤
ユ
タ
カ
ニ　

⑥
ア
□
□
ク

⑦
フ
ル
フ　

⑧

サ
ル　

⑨
フ
ル
□　

⑩
□
ヘ
タ
ク　

⑪
ナ
カ
ス
ハ
□

⑫
オ
ホ

ナ
リ　

⑬
カ
タ
爪
□
□

観智院本

①
亠
齒　

②
ヲ
コ
ル　

③

コ
ル　

④
サ
カ
リ　

⑤
フ
ル
フ　

⑥
シ
ヘ
タ
ク　

⑦
ナ
カ
ス
ハ
リ　

⑧
ユ
タ
カ
ニ

⑨
ア
サ
ム
ク　

⑩

サ
ル　

⑪
フ
ル
シ　

⑫
ヲ
ホ
キ
ナ
リ　

⑬
カ
タ
ス
ホ
リ

西念寺本

①
亠
齒　

②
オ
コ
ル　

③

コ
ル　

④
サ
カ
リ　

⑤
フ
ル
フ

⑥
ユ
タ
カ
ユ　

⑦
ア
サ
ム
ク　

⑧

サ
ル　

⑨
フ
ル
シ　

⑩
シ

　

ヘ
タ
ク　

⑪
ナ
カ
ス
ハ
リ　

⑫
オ

キ
ナ
リ　

⑬
カ
タ

⑭

イ

爪
メ
リ

高山寺本

①
音
齒　

②
オ
コ
ル　

③
ホ
コ
ル　

④
サ
カ
リ　

⑤
ユ
タ
カ
ニ　

⑥
ア
□
□
ク

⑦
フ
ル
フ　

⑧

サ
ル　

⑨
フ
ル
□　

⑩
□
ヘ
タ
ク　

⑪
ナ
カ
ス
ハ
□

⑫
オ
ホ

ナ
リ　

⑬
カ
タ
爪
□
□

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①
亠
齒

②
ヲ
コ
ル

③

コ
ル

④
サ
カ
リ

⑤
フ
ル
フ

⑥
シ
ヘ
タ
ク

⑦
ナ
カ
ス
ハ
リ

⑧
ユ
タ
カ
ニ

⑨
ア
サ
ム
ク

⑩

サ
ル

⑪
フ
ル
シ

⑫
ヲ
ホ
キ
ナ
リ

⑬
カ
タ
ス
ホ
リ

①
亠
齒

②
オ
コ
ル

③

コ
ル

④
サ
カ
リ

⑤
フ
ル
フ

⑩
シ
ヘ
タ
ク

⑪
ナ
カ
ス
ハ
リ

⑥
ユ
タ
カ
ユ

⑦
ア
サ
ム
ク

⑧

サ
ル

⑨
フ
ル
シ

⑫
オ

キ
ナ
リ

⑬
カ
タ
爪
メ
リ

⑭

イ

①
音
齒

②
オ
コ
ル

③
ホ
コ
ル

④
サ
カ
リ

⑦
フ
ル
フ

⑩
□
ヘ
タ
ク

⑪
ナ
カ
ス
ハ
□

⑤
ユ
タ
カ
ニ

⑥
ア
□
□
ク

⑧

サ
ル

⑨
フ
ル
□

⑫
オ
ホ

ナ
リ

⑬
カ
タ
爪
□
□

表B―33―a



西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

�

は
、
観
智
院
本
の
脱
漏
と
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
き
た
。
但
し
、
高
山
寺
本
か
鎮
国
守
国
神
社
本
に
お
い
て
、
落
丁
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
、
比
較
の
対
象
が
佚
文
で
あ
る
場
合
に
は
、
便
宜
的
に
、
ど
ち
ら
か
一
方
の
記
述
を
参
考
に
し
て
よ
い
こ
と
に
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
今
回
の
資
料
Ｂ―

33
の
場
合
で
あ
る
が
、
鎮
国
守
国
神
社
本
で
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
も
の
の
、
高
山
寺
本
に
は
当
該

項
目
が
存
す
る
の
で
、
記
述
の
比
較
対
照
作
業
が
可
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
高
山
寺
本
の
様
子
を
見
る
と
、
⑬
「
カ
タ
爪

□
□
」
の
「
爪
」
の
字
の
下
の
記
述
が
虫
損
に
よ
り
確
認
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
虫
損
の
箇
所
は
、
⑬
「
カ
タ
爪
□
□
」
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
⑥
「
ア
□
□
ク
」、
⑨
「
フ
ル
□
」、
⑩
「
□
ヘ
タ
ク
」、
⑪
「
ナ
カ
ス
ハ
□
」
に
及
ん
で
い
る
。
幸
い
、
資
料
Ｂ―

33
の
項
目
に
お

い
て
は
、
注
記
数
は
多
い
も
の
の
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
⑭
「

イ
」
以
外
に
、
各
写
本
相
互
に
、
注
記
の
出
入
り
が
見
ら
れ
な
い
の

で
、
表
Ｂ―

33―

ａ
に
よ
っ
て
、
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
と
対
照
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
高
山
寺
本
の
虫
損
箇
所
に
ど
の
よ
う
な
注
記
が
記
さ
れ

て
い
た
か
を
推
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。

し
か
し
、
高
山
寺
本
の
⑬
「
カ
タ
爪
□
□
」
に
つ
い
て
は
、
西
念
寺
本
の
⑬
「
カ
タ
爪
メ
リ
」
の
「
メ
リ
」
に
相
当
す
る
部
分
の
周
囲

も
、
虫
損
に
よ
り
広
く
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
⑬
「
カ
タ
爪
□
□
」
の
周
辺
に
、
西
念
寺
本
の
⑭
「

イ
」
に
相
当
す
る
注
記
が
存
在
し

た
か
否
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
存
否
の
い
ず
れ
も
可
能
性
が
あ
り
、
判
断
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
西
念
寺
本
の

⑭
「

イ
」
と
い
う
注
記
が
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
独
自
の
増
補
で
あ
る
か
、
も
し
く
は
、
観
智
院
本
の
脱
漏
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
条

件
が
調
わ
な
い
こ
と
に
な
り
、
本
考
察
が
成
立
し
な
い
こ
と
と
な
る
。

そ
の
上
で
、
増
補
か
脱
漏
か
の
判
断
以
外
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
続
け
て
み
る
と
、
表
Ｂ―

33―

ａ
に
よ
り
、
観
智
院
本
の
⑬
「
カ
タ
ス

ホ
リ
」
が
西
念
寺
本
で
⑬
「
カ
タ
爪
メ
リ
」
と
記
さ
れ
て
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
西
念
寺
本
の
⑬
「
カ
タ
爪
メ

リ
」
の
「
メ
」
字
に
対
し
て
、
異
本
注
記
⑭
「

イ
」
が
付
さ
れ
て
い
る
の
が
現
況
で
あ
る
。

と
す
る
と
、
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
⑭
「

イ
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
異
本
の
状
況
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
字
体
に
相
違
が
あ
る
も
の
の
、

（
１１１
）

（
１１１
）

（
１１2
）

（
１１2
）
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内
容
的
に
観
智
院
本
の
⑬
「
カ
タ
ス
ホ
リ
」
と
同
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
高
山
寺
本
の
虫
損
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
西
念
寺
本
と
同
内
容
の
異
本
注
記
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
高
山
寺
本

⑬
「
カ
タ
爪
□
□
」
は
、
西
念
寺
本
と
同
内
容
の
『
カ
タ
爪
メ
リ
』
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
異
本
注
記
が
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

観
智
院
本
と
同
内
容
の
『
カ
タ
ス
ホ
リ
』
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
異
本
注
記
が
付
さ
れ
る
前
の
『
カ
タ
爪
メ
リ
』
で
あ
っ
た
可
能

性
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
カ
タ
カ
ナ
注
記
と
し
て
、
ど
ち
ら
が
あ
り
得
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
が
、「
カ
タ
爪
メ
リ
」
の
方
は
、『
カ
タ
ス
ム
』、

「
カ
タ
ス
ホ
リ
」
の
方
は
『
ス
ホ
ル
』
の
場
合
も
考
え
て
み
た
が
、
西
念
寺
本
の
⑬
「
カ
タ
爪
メ
リ
」
も
観
智
院
本
の
⑬
「
カ
タ
ス
ホ
リ
」

も
、
現
在
の
と
こ
ろ
他
に
用
例
が
確
認
で
き
ず
、
ど
ち
ら
も
意
義
不
詳
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

た
だ
し
、
西
念
寺
本
の
⑬
「
カ
タ
爪
メ
リ
」
に
お
い
て
、
異
本
注
記
⑭
「

イ
」
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
異
本
対
照
者

も
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
判
断
で
き
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
は
異
本
対
照
作
業
を
す
る
こ
と
の
本
質
に
関
わ

る
問
題
と
言
え
る
。

異
本
対
照
作
業
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
第
４
項
・
資
料
Ｂ―

４
「

」
の
考
察
の
際
に
も
触
れ
た
が
、
異
本
を
対
照
し
、
相
違

点
を
発
見
し
た
際
に
、
そ
の
事
実
を
注
記
と
し
て
書
き
込
む
と
い
う
作
業
は
、
作
業
時
に
お
い
て
は
、
記
述
の
相
違
に
対
す
る
正
誤
の
判

断
を
保
留
し
、
後
の
課
題
と
し
て
、
判
断
の
材
料
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
今
回

の
西
念
寺
本
の
異
本
注
記
⑭
「

イ
」
の
場
合
も
、
正
誤
の
判
断
を
し
な
か
っ
た
と
言
え
る
が
、
実
際
に
、
正
誤
を
判
断
す
る
根
拠
を
有

し
て
い
た
の
か
ど
う
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
語
義
の
点
か
ら
難
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
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38
、
「
ヤ
イ
」
（
19
ウ
）

資
料
Ｂ―

34
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ―

34―

ａ
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
Ｂ―

34―

ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「
偪
」
の

項
目
の
注
記
⑧
「
ヤ
イ
」
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ

か
る
。

鎮
国
守
国
神
社
本
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
の
⑧

「
ヤ
イ
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増

補
と
思
わ
れ
る
。

西
念
寺
本
の
⑧
「
ヤ
イ
」
は
、
そ
の
左
隣
の
⑥
「
ナ
フ
ル
」

の
「
ナ
」
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、「『
ナ
フ
ル
』
の
『
ナ
』
が
異

資料B―34

観智院本

仏上 35

西念寺本

19ウ

高山寺本

19オ

資料 B―34

観智院本

仏上 35

西念寺本

19ウ

高山寺本

19オ

観智院本

①
鄙
力
乂　

②
或
逼
字

③
シ
リ
ソ
ク　

④
イ
ル

⑤
せ

ル
ム

　

⑥
ヤ
フ
ル　

⑦
オ
ナ
シ

⑧
□
ス
カ
シ　

⑨
ヘ
キ

西念寺本

①

力
人　

②
或
逼
字　

③
イ
ル　

④
シ
リ
ソ
ク　

⑤
セ

　
　
　

⑧
ヤ
イ

ル
ト

　

⑥
ナ
フ
ル　

⑦
オ
ナ
シ

高山寺本

①
鄙
力
反　

②
或
逼

字　

③
シ
リ
ソ
ク

④
イ
ル　

⑤
せ

ル　

⑥
セ
ム

⑦
ヤ
フ
ル　

⑧
オ
ナ
シ

⑨
ヒ
ス
カ
シ

　

⑩
ヘ
キ

観智院本

①
鄙
力
乂　

②
或
逼
字

③
シ
リ
ソ
ク　

④
イ
ル

⑤
せ

ル
ム

　

⑥
ヤ
フ
ル　

⑦
オ
ナ
シ

⑧
□
ス
カ
シ　

⑨
ヘ
キ

西念寺本

①

力
人　

②
或
逼
字　

③
イ
ル　

④
シ
リ
ソ
ク　

⑤
セ

　
　
　

⑧
ヤ
イ

ル
ト

　

⑥
ナ
フ
ル　

⑦
オ
ナ
シ

高山寺本

①
鄙
力
反　

②
或
逼

字　

③
シ
リ
ソ
ク

④
イ
ル　

⑤
せ

ル　

⑥
セ
ム

⑦
ヤ
フ
ル　

⑧
オ
ナ
シ

⑨
ヒ
ス
カ
シ

　

⑩
ヘ
キ

（
１１3
）

（
１１3
）

（
１１4
）

（
１１4
）



�
�

本
で
は
『
ヤ
』
と
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
た
異
本
注
記

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
表
Ｂ―

34―

ａ
の
観
智
院
本
・
高
山
寺
本

の
様
子
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
⑥
「
ナ
フ
ル
」
に
相
当
す
る

注
記
は
、
い
ず
れ
も
「
ヤ
フ
ル
」
と
あ
り
、
西
念
寺
本
が
対
照

し
た
異
本
と
同
じ
状
況
を
示
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
西
念
寺
本
の
⑥
「
ナ
フ
ル
」
は
、
本
来
、『
ヤ

フ
ル
』
と
あ
っ
た
も
の
が
、
カ
タ
カ
ナ
の
字
体
の
類
似
か
ら
、

『
ヤ
』
か
ら
「
ナ
」
へ
と
誤
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実

際
に
は
、
一
回
の
転
写
作
業
に
お
い
て
、『
ヤ
フ
ル
』
と
あ
っ

た
も
の
を
見
間
違
え
て
「
ナ
」
と
記
し
た
と
い
う
よ
り
も
、『
ヤ
』
と
記
す
つ
も
り
の
も
の
が
、「
ナ
」
に
近
い
曖
昧
な
字
形
に
な
っ
た
写

本
成
立
の
後
、
そ
れ
を
見
た
次
の
転
写
者
が
「
ナ
」
と
判
断
し
、
明
確
な
「
ナ
」
を
記
し
た
こ
と
で
、「
ナ
フ
ル
」
が
成
立
し
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

そ
の
後
に
異
本
対
照
作
業
が
な
さ
れ
て
、
⑧
「
ヤ
イ
」
が
付
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、『
ヤ
』
を
「
ナ
」
と
誤
解
さ
れ
る
よ
う
な
書
写

が
成
立
し
て
い
た
と
す
る
と
、
と
も
す
る
と
、
現
西
念
寺
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
転
写
作
業
の
不
正
確
さ
、
書
字
作
業
の
乱
雑
さ
が
問
題

と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
現
存
本
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

39
、「
祝
イ
本
」（
10
ウ
）

資
料
Ｂ―

35
の
項
目
は
注
記
数
が
多
い
の
で
、
次
に
示
す
よ
う
に
各
写
本
に
お
け
る
注
記
の
配
列
順
に
①
②
…
…
の
番
号
を
付
し
、
そ

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①
鄙
力
乂

②
或
逼
字

③
シ
リ
ソ
ク

④
イ
ル

⑤
せ

ル
ム

⑥
ヤ
フ
ル

⑦
オ
ナ
シ

⑧
□
ス
カ
シ

⑨
ヘ
キ

①
鄙
力
人

②
或
逼
字

③
イ
ル

④
シ
リ
ソ
ク

⑤
セ

ル
ト

⑥
ナ
フ
ル

⑦
オ
ナ
シ

⑧
ヤ
イ

①
鄙
力
反

②
或
逼
字

③
シ
リ
ソ
ク

④
イ
ル

⑤
せ

ル

⑥
セ
ム

⑦
ヤ
フ
ル

⑧
オ
ナ
シ

⑨
ヒ
ス
カ
シ

⑩
ヘ
キ

表B―34―a
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と
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れ
に
基
づ
い
て
、
表
Ｂ―

35―

ａ
に
観
智
院
本
の
配
列
順
に
し
た
が
っ
て
各
写
本
の
注
記
の
対
照
表
を
作
成
し
た
。

表
Ｂ―

35―

ａ
を
見
る
と
、
西
念
寺
本
の
標
出
漢
字
「

」
の
⑦
「
祝
イ
本
」
と
い
う
注
記
が
観
智
院
本
に
見
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

鎮
国
守
国
神
社
本
は
項
目
自
体
が
佚
文
で
あ
る
が
、
こ
の
⑦
「
祝
イ
本
」
は
高
山
寺
本
に
も
見
え
な
い
の
で
、
西
念
寺
本
の
増
補
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
⑦
「
祝
イ
本
」
と
い
う
注
記
は
、「
イ
本
」
と
い
う
記
述
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
異
本
注
記
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
が
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
表
Ｂ―

35―

ａ
で
、
各
写

本
に
お
け
る
冒
頭
の
反
切
注
記
の
状
況
を
比
較
す
る
と
、
西
念
寺
本
の
①
「
餘
机
乂
」
の
「
机
」
字
が
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
で
は

「
祝
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
祝
イ
本
」
は
、「
①
『
餘
机
乂
』
の
『
机
』
が
異
本
で
は
『
祝
』
と
記
さ
れ
て
い

る
」
の
意
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
西
念
寺
本
の
⑦
「
祝
イ
本
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
以
下
の
三
つ
が
考

え
ら
れ
る
。

（
１１５
）

（
１１５
）

（
１１6
）

（
１１6
）

資料B―35

観智院本

仏上 36

西念寺本

10ウ

高山寺本

12オ
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〔
理
由
１
〕　�

⑦
「
祝
イ
本
」
が
、
①
「
餘
机
乂
」
の
「
机
」

字
の
左
下
の
、「
机
」
字
か
ら
離
れ
た
場
所
に

記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
意
義
注
記
「
祝
」
の

脱
漏
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う

こ
と
。

　
〔
理
由
２
〕　�

注
記
の
二
行
目
の
中
で
、
⑥
「
ウ
ル
」、
⑦

「
祝
イ
本
」、
⑧
「
外
〻
歟
」
と
連
続
し
て
記
さ

れ
て
、
⑦
「
祝
イ
本
」
が
、
後
の
追
記
で
あ
る

よ
う
に
は
見
え
な
い
こ
と
。

　
〔
理
由
３
〕　�「
祝
」
字
の
大
き
さ
が
、
そ
の
他
の
注
記
の
文

字
の
大
き
さ
と
同
じ
よ
う
に
見
え
る
こ
と
。

〔
理
由
３
〕
に
つ
い
て
は
、「
祝
」
字
が
カ
タ
カ
ナ
で
は
な

く
、
漢
字
で
あ
っ
た
た
め
に
、
字
画
が
多
い
こ
と
か
ら
、
毛

筆
に
よ
る
小
字
化
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、〔
理
由
１
〕
と
〔
理
由
２
〕
が

な
け
れ
ば
、
特
段
、
問
題
と
な
ら
な
い
事
象
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
三
点
か
ら
逆
に
考
え
る
と
、
西
念
寺
本
に
お
け
る
一
般
的
な
異
本
注
記
の
記
載
状
況
の
特
徴
と
し
て
は
、

観智院本

①
餘
祝
乂　

②
見
丶　

③
重
丶　

④
長
丶

⑤
動
丶　

⑥
ウ
ル　

⑦
仆
丶　

⑧

−

歟

西念寺本

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動

⑥
ウ
ル　

⑦
祝
イ
本　
　

⑧
外
〻
歟

高山寺本

①
餘
祝
反　

②
見
丶

③
重
丶　

④
長
丶　

⑤
動
丶

⑥
ウ
ル　

⑦
仆
丶　

⑧

−

歟

観
智
院
本

西
念
寺
本

高
山
寺
本

①
餘
祝
乂

②
見
丶

③
重
丶

④
長
丶

⑤
動
丶

⑥
ウ
ル

⑦
仆
丶

⑧

−

歟

①
餘
机
乂

②
貝
丶

③
重

④
長
丶

⑤
動

⑥
ウ
ル

⑦
祝
イ
本

⑧
外
〻
歟

①
餘
祝
反

②
見
丶

③
重
丶

④
長
丶

⑤
動
丶

⑥
ウ
ル

⑦
仆
丶

⑧

−

歟

表B―35―a
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『
イ
本
』
等
の
直
接
的
な
記
述
以
外
に
、
以
下
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
〔
特
徴
１
〕　�

異
本
注
記
は
、
比
較
対
照
し
た
記
述
の
周
辺
、
多
く
は
対
象
記
述
の
右
も
し
く
は
右
下
に
記
入
す
る
。

　
〔
特
徴
２
〕　�
異
本
注
記
は
、
項
目
相
互
の
間
隙
、
ま
た
は
行
間
・
行
末
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
に
記
入
す
る
。

　
〔
特
徴
３
〕　�
異
本
注
記
は
、
既
存
の
注
記
の
文
字
の
大
き
さ
よ
り
も
や
や
小
さ
め
に
記
入
す
る
。

す
な
わ
ち
、
整
然
と
記
さ
れ
た
既
存
の
本
文
を
見
慣
れ
た
利
用
者
の
目
か
ら
す
れ
ば
、
異
本
注
記
の
記
載
状
況
は
、
そ
の
記
載
場
所
と

文
字
の
大
き
さ
の
相
違
に
よ
っ
て
、
特
異
で
、
目
立
つ
記
述
と
な
り
、
通
常
の
本
文
と
は
別
の
記
述
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
異
本
注
記
の
記
入
者
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
本
文
と
自
ら
が
記
入
す
る
異
本
注
記
が
紛
れ
な
い
よ

う
に
意
図
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
異
本
対
照
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
相
違
に
対
す
る
判
断
を
、
後
の
考
察
に
委
ね
て
、
対
照
時
に
判
断
し
な
い
姿
勢
か
ら
す
れ

ば
、
問
題
箇
所
の
視
認
を
容
易
に
す
る
方
法
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
言
え
る
。

ゆ
え
に
、
先
に
述
べ
た
三
つ
の
〔
理
由
〕
に
つ
い
て
は
、
異
本
対
照
作
業
時
当
初
の
目
的
・
方
針
を
見
失
っ
た
状
況
で
あ
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
現
存
の
西
念
寺
本
が
、「
机
」
字
に
対
す
る
異
本
注
記
⑦
「
祝
イ
本
」
が
付
さ
れ
た
後
に
、
さ
ら
に
転
写

が
な
さ
れ
た
写
本
で
あ
り
、
ど
こ
か
の
転
写
作
業
の
際
に
、
本
来
の
『
祝
イ
本
』
の
記
載
状
況
を
、
現
状
の
よ
う
に
変
更
し
て
し
ま
っ
た

た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
変
更
以
前
の
、
異
本
注
記
記
入
時
当
初
の
注
記
の
状
況
と
し
て
は
、
以
下
の
点
が
推
測
さ
れ
る
。



�
�

　
〔
推
測
１
〕　�『
祝
イ
本
』
の
『
祝
』
字
は
『
机
』
字
よ
り
も
や
や
小
さ
め
で
あ
る
こ
と
が
目
視
で
き
る
大
き
さ
で
記
さ
れ
て
い
た
。

　
〔
推
測
２
〕　�『
祝
イ
本
』
は
、『
机
』
字
の
左
も
し
く
は
左
下
の
近
く
に
記
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
表
Ｂ―
35―

ａ
に
見
る
よ
う
に
、
西
念
寺
本
の
⑦
「
祝
イ
本
」
の
存
在
と
⑧
「
外
〻
歟
」
の
問
題
を
除
け
ば
、
各
写
本
の
注
記

の
配
列
順
序
に
問
題
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
異
本
対
照
作
業
に
よ
っ
て
、
①
「
餘
机
乂
」
の
「
机
」
字
に
異
本
注
記

⑦
「
祝
イ
本
」
が
付
さ
れ
た
当
初
の
項
目
の
状
況
を
推
測
し
よ
う
と
思
う
。
前
提
条
件
と
し
て
、
項
目
内
の
配
列
順
序
に
つ
い
て
は
、
現

西
念
寺
本
の
、
①
「
餘
机
乂
」、
②
「
貝
丶
」、
③
「
重
」、
④
「
長
丶
」、
⑤
「
動
」、
⑥
「
ウ
ル
」、
⑦
「
祝
イ
本
」、
⑧
「
外
〻
歟
」
と

い
う
配
列
に
よ
る
こ
と
と
す
る
。
と
す
る
と
、
異
本
注
記
記
入
時
当
初
の
西
念
寺
本
の
項
目
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
次
に
示
す
よ

う
に
、〈
Ｘ
〉〈
Ｙ
〉〈
Ｚ
〉
の
三
つ
の
ケ
ー
ス
が
想
像
で
き
る
。

〈X〉

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

　
　
⑦
祝
イ
本　
　

⑧
外
〻
歟

〈X〉

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

　
　
⑦
祝
イ
本　
　

⑧
外
〻
歟

〈Y〉

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

　
　
⑦
祝
イ
本

⑧
外
〻
歟

〈Y〉

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

　
　
⑦
祝
イ
本

⑧
外
〻
歟

〈Z〉

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動

　
　
⑦
祝
イ
本

⑥
ウ
ル　

⑧
外
〻
歟

〈Z〉

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動

　
　
⑦
祝
イ
本

⑥
ウ
ル　

⑧
外
〻
歟



西
念
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お
け
る
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と
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異
本
対
照
時
に
、
異
本
注
記
⑦
「
祝
イ
本
」
を
、
そ
の
対
象
で
あ
る
①
「
餘
机
乂
」
の
「
机
」
字
の
左
も
し
く
は
左
下
近
辺
に
配
置
す

る
た
め
に
は
、
第
一
案
と
し
て
、
ま
ず
は
、〈
Ｘ
〉
の
よ
う
に
、
一
行
目
の
注
記
を
①
「
餘
机
乂
」
か
ら
⑥
「
ウ
ル
」
ま
で
と
し
、
二
行

目
に
⑦
「
祝
イ
本
」
を
配
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
と
っ
て
、
そ
の
下
に
⑧
「
外
〻
歟
」
を
配
す
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

場
合
は
、
⑦
「
祝
イ
本
」
が
付
さ
れ
る
以
前
の
状
況
で
、
二
行
目
の
冒
頭
・
上
部
を
空
欄
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
⑧
「
外
〻
歟
」
が
、

な
ぜ
そ
の
空
欄
の
下
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
が
不
明
で
、
不
自
然
な
配
置
に
な
る
。

次
に
、〈
Ｙ
〉
や
〈
Ｚ
〉
の
よ
う
に
、
注
記
の
一
行
目
と
二
行
目
の
行
間
に
⑦
「
祝
イ
本
」
が
記
さ
れ
た
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
。〈
Ｙ
〉

の
場
合
は
、
⑦
「
祝
イ
本
」
の
追
記
後
の
転
写
の
際
に
、〈
Ｙ
〉
の
状
況
を
三
行
書
き
と
理
解
し
た
人
物
が
、
そ
の
順
序
通
り
に
転
写
す

る
と
現
存
の
西
念
寺
本
の
配
列
に
な
り
、〈
Ｚ
〉
の
場
合
は
、
二
行
書
き
で
あ
る
と
い
う
意
識
の
も
と
で
、
横
に
は
み
出
た
⑦
「
祝
イ
本
」

を
二
行
目
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
現
存
本
の
配
列
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、〈
Ｘ
〉〈
Ｙ
〉〈
Ｚ
〉
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
一
行
目
の
注
記
の
数
が
多
す
ぎ
て
、
一
行
目
の
ス
ペ
ー
ス
を
縦
に
長
く
取
っ
て

し
ま
う
点
に
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。

〔
特
徴
１
〕
の
、
異
本
注
記
は
一
般
的
に
対
象
と
す
る
文
字
の
「
右
も
し
く
は
右
下
」
に
記
す
と
い
う
点
か
ら
す
る
と
、
⑦
「
祝
イ
本
」

を
「
机
」
字
の
左
側
に
記
し
て
い
る
〈
Ｘ
〉〈
Ｙ
〉〈
Ｚ
〉
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
一
般
的
で
は
な
い
感
が
あ
る
が
、
用
例
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
と
す
れ
ば
、
問
題
は
、
や
は
り
、〔
特
徴
２
〕
の
異
本
注
記
を
記
入
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
な
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
考
え
ら
れ
る
の
は
、
⑦
「
祝
イ
本
」
の
記
入
時
に
、「
机
」
字
の
左
側
に
右
側
よ
り
も
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
存
在
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
そ
の
場
合
に
は
、
行
間
に
記
す
〈
Ｙ
〉〈
Ｚ
〉
の
パ
タ
ー
ン
よ
り
も
、

ス
ペ
ー
ス
の
存
在
を
前
提
と
し
た
〈
Ｘ
〉
の
方
が
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
１１7
）

（
１１7
）
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そ
こ
で
、〈
Ｘ
〉
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
と
し
た
別
案
を
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
異
本
注
記
記
入
前
の
状
況
と
し
て
考
え
ら
れ
る

の
は
、
右
の
〈
Ｘ―

１
〉
よ
う
に
、
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
が
、
二
段
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
し
て
い
た
際
に
、
例
え
ば
、
一
段
目
の

記
入
欄
が
狭
く
、
ま
た
、
行
末
で
あ
っ
た
た
め
に
、
②
「
貝
丶
」
以
降
の
注
記
を
次
行
の
冒
頭
・
一
段
目
に
記
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
ケ

〈X-1〉
異本注記
記入前

①
餘
机

　

乂\

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

⑧
外
〻
歟

〈X-1〉
異本注記
記入前

①
餘
机

　

乂\

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

⑧
外
〻
歟

〈X-2〉
異本注記
記入

①
餘
机

　

乂
⑦
祝
イ
本\
②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

⑧
外
〻
歟

〈X-2〉
異本注記
記入

①
餘
机

　

乂
⑦
祝
イ
本\
②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

⑧
外
〻
歟

〈X-3〉
1行内に
記される

①
餘
机
乂

　
　
⑦
祝
イ
本

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

⑧
外
〻
歟

〈X-3〉
1行内に
記される

①
餘
机
乂

　
　
⑦
祝
イ
本

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

⑧
外
〻
歟

〈X-4〉
界線が意識
されなくなる

①
餘
机
乂

　
　
⑦
祝
イ
本

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

⑧
外
〻
歟

〈X-4〉
界線が意識
されなくなる

①
餘
机
乂

　
　
⑦
祝
イ
本

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動　

⑥
ウ
ル

⑧
外
〻
歟

現在の
西念寺本

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動

⑥
ウ
ル　

⑦
祝
イ
本　

⑧
外
〻
歟

現在の
西念寺本

①
餘
机
乂　

②
貝
丶　

③
重　

④
長
丶　

⑤
動

⑥
ウ
ル　

⑦
祝
イ
本　

⑧
外
〻
歟
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ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
際
の
①
「
餘
机
乂
」
は
、
②
「
貝
丶
」
以
降
の
注
記
が
記
入
し
に
く
い
状
況
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
例
え

ば
、
①
「
餘
机
乂
」
の
「
餘
机
」
で
改
行
し
て
、
二
行
目
に
「
乂
」
を
記
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
⑦
「
祝
イ
本
」
を
①
「
餘
机
乂
」
の
「
机
」
字
の
周
辺
に
記
入
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
そ
の
「
乂
」
の
下
に
ス
ペ
ー
ス
が
残

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、〈
Ｘ―

２
〉
の
よ
う
に
、
小
字
で
「
乂
」
の
下
に
記
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
〈
Ｘ―
１
〉
と
〈
Ｘ―

２
〉
は
同
一
写
本
の
可
能
性
も
あ
る
。

次
に
〈
Ｘ―

２
〉
を
さ
ら
に
転
写
す
る
企
画
が
起
こ
り
、〈
Ｘ―

３
〉
が
成
立
す
る
。
こ
こ
で
は
、
何
ら
か
の
都
合
で
当
該
頁
の
行
取
り

が
変
化
し
、
前
行
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
た
標
出
漢
字
「

」
と
①
「
餘
机
乂
」、
⑦
「
祝
イ
本
」
の
記
述
と
、
次
行
冒
頭
に
記
さ
れ
て

い
た
②
「
貝
丶
」
以
降
の
注
記
が
、
一
行
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
、
前
行
の
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
た
①
「
餘
机
乂
」
と

⑦
「
祝
イ
本
」
は
、
前
行
に
記
さ
れ
て
い
た
記
述
と
い
う
こ
と
で
、
先
に
転
記
さ
れ
、
そ
の
際
に
、
割
注
の
一
行
目
に
①
「
餘
机
乂
」、

そ
し
て
、「
机
」
字
の
左
下
に
⑦
「
祝
イ
本
」
を
記
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
⑦
「
祝
イ
本
」
は
、
①
「
餘
机
乂
」
の
「
机
」

字
に
対
す
る
異
本
注
記
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
、
現
在
の
西
念
寺
本
の
状
況
に
至
る
た
め
に
は
、
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
が
二
段
分
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、
一
段
目
と
二
段
目
の
間
の
界
線
を
意
識
せ
ず
、
二
段
分
の
ス
ペ
ー
ス
で
一
項
目
を
記
し
て
い
る
と
い
う
意
識
と
な
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
識
が
〈
Ｘ―

３
〉
の
書
写
時
に
発
生
し
て
い
れ
ば
、〈
Ｘ―

４
〉
の
段
階
が
実
際
の
写
本
と
し
て
成
立
す
る
必
要

は
な
い
が
、
二
段
分
の
ス
ペ
ー
ス
で
一
項
目
を
記
し
て
い
る
と
い
う
意
識
が
発
生
す
る
こ
と
で
、
以
後
の
転
写
で
①
「
餘
机
乂
」
か
ら
⑧

「
外
〻
歟
」
ま
で
の
注
記
を
、
配
列
順
に
連
結
し
て
記
せ
ば
、
現
在
の
西
念
寺
本
の
状
況
を
作
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
資
料
Ｂ―

35
の
項
目
に
お
け
る
各
写
本
の
様
子
を
見
る
と
、
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
は
、
漢
字
表
記
に
よ
る
意
義
注
記
が
多

い
項
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
異
本
注
記
⑦
「
祝
イ
本
」
は
、
①
「
餘
机
乂
」
の
「
机
」
字
に
対
す
る
も
の
で



�
〇

は
な
く
、「
異
本
に
は
、
当
該
本
に
は
な
い
意
義
注
記
『
祝
』
が
記
さ
れ
て
い
る
」
の
意
を
示
し
て
い
る
と
い
う
誤
解
が
発
生
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
誤
解
を
す
る
転
写
者
が
現
れ
れ
ば
、
転
写
の
際
に
⑦
「
祝
イ
本
」
の
「
祝
」
字
を
他
の
注
記
と
同
様
の
サ
イ

ズ
に
変
更
し
て
し
ま
う
こ
と
も
、
⑦
「
祝
イ
本
」
を
、
⑥
「
ウ
ル
」
や
⑧
「
外
〻
歟
」
の
配
列
の
中
に
組
み
込
ん
で
一
行
と
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
得
る
も
の
と
考
え
る
。

な
お
、
標
出
漢
字
「

」
の
項
目
自
体
の
記
載
位
置
に
つ
い
て
、
西
念
寺
本
と
高
山
寺
本
で
は
、
前
後
の
項
目
と
の
配
列
順
が
同
一
で

あ
る
が
、
観
智
院
本
で
は
仏
上
の
「
人
」
部
の
末
尾
に
配
さ
れ
て
お
り
、
異
な
っ
て
い
る
。
観
智
院
本
に
お
い
て
項
目
自
体
を
転
写
時
に

脱
漏
し
、
後
に
補
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。
し
か
し
、
こ
の
現
象
も
、
現
西
念
寺
本
が
、
現
観
智
院
本
系

統
か
ら
の
転
写
で
は
な
い
こ
と
の
証
左
と
考
え
ら
れ
、
高
山
寺
本
と
同
様
の
項
目
順
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
観
智
院
本
の
系
統
の
成
立
以

前
の
状
況
を
西
念
寺
本
が
伝
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
本
稿
を
分
載
致
し
ま
す
。
以
下
続
。

注　

記

（
１０５
）
資
料
Ｂ―

32
に
示
し
た
各
写
本
に
お
け
る
項
目
の
、
二
つ
の
標
出
漢
字
が
、
現
代
に
お
け
る
ど
の
漢
字
に
相
当
す
る
か
は
未
詳
。
参
考
ま
で
に
、

（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の15612

番
に
「

」
が
見
え
、
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
の
異
体
字
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
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え
る
が
、
字
音
、
字
義
が
資
料
Ｂ―

32
の
も
の
と
一
致
し
な
い
。
た
だ
し
、1134

番
に
「

」
の
項
目
が
存
す
る
。
意
味
的
に
は
「
雲
南
」「
貴

州
」「
四
川
」
の
人
と
い
う
こ
と
で
、
名
義
抄
の
意
義
注
記
「
西
南
人
」
と
一
致
す
る
。
但
し
、
こ
ち
ら
は
《
來
（
来
）》
の
字
画
を
《
朿
》
と

す
る
。
ま
た
（
11
）（
96
）
の
、
宋
版
の
龍
龕
手
鑑
（
巻
三
束
部
第
五
十
六
・
入
聲
64
ウ
ラ
・
4０4
頁
）
に
「

」
の
項
目
が
あ
り
、
こ
ち
ら
は

束
部
と
す
る
ご
と
く
、《
來
（
来
）》
に
相
当
す
る
字
画
を
《
束
》
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
今
蒲
北
反―

道
縣
名
又
丁
壯

又
音
逼
三
」
の
注

記
が
あ
り
、「
蒲
北
反
」
の
記
述
は
、
資
料
Ｂ―

32
に
示
し
た
名
義
抄
の
三
写
本
の
記
述
と
一
致
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
龍
龕
手
鑑
の

高
麗
版
（
巻
四
束
部
第
五
十
六
・
入
聲
86
ウ
ラ
・
５42
頁
）、
朝
鮮
版
（
巻
八
束
部
第
五
十
七
・
入
聲
75
オ
モ
テ
・
324
頁
下
）
の
標
出
漢
字
は
、

い
ず
れ
も
宋
版
と
同
字
体
で
記
述
内
容
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

（
１０6
）
資
料
Ｂ―

32
の
高
山
寺
本
の
二
つ
の
標
出
漢
字
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
部
分
的
に
虫
損
が
存
す
る
が
、
両
字
と
も
に
、
残
存
部
の
様
子
か
ら

観
智
院
本
と
同
様
の
字
体
で
あ
る
こ
と
が
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
１０7
）
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
「

」
の
字
体
が
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
状
況
と
相
違
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
西
念
寺
本
の
二
つ
目

の
項
目
自
体
が
、
一
つ
目
の
項
目
と
は
全
く
無
関
係
の
別
の
項
目
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
誤
っ
て
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念

も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
標
出
漢
字
の
字
体
は
相
違
す
る
も
の
の
、
注
記
に
お
い
て
は
、
三
写
本
と
も
に
「
正
」
と
い
う
字
体
に
関
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
で
共
通
し
て
い
る
点
、
ま
た
、
標
出
漢
字
の
字
画
に
つ
い
て
も
、
西
念
寺
本
と
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
と
で
、
全
く
類
似
性
が
認

め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
点
か
ら
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
標
出
漢
字
の
項
目
は
、
全
く
無
関
係
の
別
項
目
が

誤
入
し
た
も
の
で
は
な
く
、
標
出
漢
字
が
誤
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、
一
つ
目
の
標
出
漢
字
の
項
目
と
関
連
し
た
項
目
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
１０8
）
資
料
Ｂ―

32
の
西
念
寺
本
の
二
つ
目
の
項
目
「

」
の
字
体
注
記
「
正
」
の
記
載
位
置
は
問
題
で
あ
る
。
改
編
本
系
の
名
義
抄
で
は
、「
正
」

「
俗
」
な
ど
の
異
体
字
注
記
は
、
資
料
Ｂ―

32
の
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
よ
う
に
、
標
出
漢
字
の
右
下
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
一
般
で
あ
り
、

西
念
寺
本
の
よ
う
に
標
出
漢
字
か
ら
離
さ
れ
て
記
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
の
標
出
漢
字
の
字
体



�
�

の
問
題
と
は
直
接
的
に
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
１０9
）
図
Ｂ―

32―

ａ
で
は
、
写
本
Ａ
以
下
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
が
、
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
の
発
生
と
は
関
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
の
転
写
も
続
い
て
い
く

よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
可
能
性
を
示
し
た
の
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
で
さ
ら
な
る
転
写
本
が
成
立
し
た
か
は
、
も
ち
ろ

ん
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
写
本
Ａ
に
つ
い
て
は
、
現
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
の
成
立
ま
で
に
、
転
写
の
過
程
が
存
し
た
こ
と
が
容
易
に
推
測

で
き
る
し
、
写
本
Ｂ
に
つ
い
て
も
、『

』
か
ら
「

」
へ
の
変
化
が
、
写
本
Ｃ
の
成
立
と
は
無
関
係
の
系
統
内
で
発
生
し
た
可
能
性
を
無
視

で
き
な
い
。

（
１１０
）
資
料
Ｂ―

32
の
標
出
漢
字
に
つ
い
て
は
、
各
写
本
の
標
出
漢
字
の
字
画
お
よ
び
注
記
の
状
況
か
ら
、（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の

５83
番
「
侈
」
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１１１
）
高
山
寺
本
の
⑥
「
ア
□
□
ク
」
と
⑪
「
ナ
カ
ス
ハ
□
」
に
つ
い
て
は
、（
３
）
に
示
し
た
高
山
寺
本
の
複
製
本
を
確
認
す
る
と
、
資
料
Ｂ―

32

に
示
し
た
よ
う
に
、
虫
損
の
残
存
部
分
に
よ
り
、
⑥
「
ア
□
□
ク
」
が
『
ア
サ
ム
ク
』、
⑪
「
ナ
カ
ス
ハ
□
」
が
『
ナ
カ
ス
ハ
リ
』
で
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

（
１１2
）
高
山
寺
本
の
⑨
「
フ
ル
□
」、
⑩
「
□
ヘ
タ
ク
」
は
、
一
行
に
連
続
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
連
続
し
た
中
程
を
虫
損
し
て
い
る
。
そ
の
当

該
箇
所
に
つ
い
て
、（
３
）
の
高
山
寺
本
の
複
製
本
で
は
、
何
か
の
字
画
の
一
部
か
も
し
れ
な
い
《
丶
》
の
よ
う
な
も
の
が
上
下
に
二
つ
存
す

る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
が
虫
損
箇
所
の
残
存
部
分
で
あ
る
の
か
、
裏
頁
の
墨
の
滲
み
で
あ
る
の
か
、
ま
た
、
虫
損
箇
所
を
裏
打
ち
し
た

際
の
混
乱
な
の
か
、
判
然
と
し
な
い
た
め
、
資
料
Ｂ―

32
で
は
省
略
し
て
い
る
。
因
に
、（
14
）
の
草
川
氏
に
お
い
て
は
、
高
山
寺
本
の
⑨
を

「
フ
ル
□
」
と
し
て
い
る
が
、
⑩
は
「
シ
ヘ
タ
ク
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
１１3
）（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の
887
番
に
「
偪
」
が
存
す
る
。
資
料
Ｂ―

34
の
高
山
寺
本
の
標
出
漢
字
は
「

」
と
す
る
が
、
こ
ち
ら

は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
見
え
な
い
。
高
山
寺
本
の
注
記
の
①
「
鄙
力
反
」
②
「
或
逼
字
」
か
ら
す
る
と
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
の
「
偪
」
の
方



西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏

�
�

が
正
し
い
よ
う
に
思
え
る
が
、
高
山
寺
本
で
「

」
と
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
不
明
。

（
１１4
）
観
智
院
本
の
⑧
「
□
ス
カ
シ
」
と
⑨
「
ヘ
キ
」
に
つ
い
て
は
、（
２
）
ｆ―

２
「
西
念
寺
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
増
補
と
脱
漏　

︱
西
念
寺

本
に
な
い
カ
タ
カ
ナ
注
記
に
つ
い
て
︱
（
二
）」（『
鶴
見
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
９
号　

平
成
16
年
４
月
）
の
第
25
・
26
項
・
資
料

22
に
お
い
て
考
察
し
て
い
る
。

（
１１５
）（
５
）
の
諸
橋
氏
の
『
大
漢
和
辞
典
』
の1255

番
に
「

」
が
存
す
る
。

（
１１6
）
西
念
寺
本
の
⑧
「
外
〻
歟
」
に
つ
い
て
は
、
表
Ｂ―

35―

ａ
に
よ
り
、
観
智
院
本
・
高
山
寺
本
と
比
較
す
る
と
、
⑧
「
外
〻
歟
」
の
「
外
」
は

「
仆
」
字
の
誤
り
で
、
ま
た
、「
〻
」
は
、『
丶
』
と
『

−
』
の
二
つ
で
あ
っ
た
も
の
で
、
本
来
は
『
仆
丶
』『

−

歟
』
の
二
つ
の
注
記
で
あ
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
１１7
）
例
え
ば
、
先
に
考
察
し
た
も
の
に
、
第
５
項
（
資
料
Ｂ―

５
）、
第
６
項
（
資
料
Ｂ―

６
）、
第
17
項
（
資
料
Ｂ―

15
）
な
ど
、
異
本
注
記
を
対
象

と
す
る
文
字
の
左
側
に
記
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。


